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論 文 内 容 の 要 旨 
 量子色力学（QCD）の大域的対称性に注目して、重粒子の性質及び相互作用を研究する。特に以下の４つの課題、
（i）核子の性質及び相互作用、（ii）ローパー共鳴の性質及び相互作用、（iii）重粒子の SU (2)L×SU (2)R 及び U (1)A 













 ３番目に、３クォークによって構成される重粒子に対する局所場の演算子の SU (2)L×SU (2)R 及び U (1)A 群の変
換の下での変換性を考察する。まず３つのクォーク場を用いて重粒子に対する局所場の演算子を構成する。こうして
構成した重粒子演算子の SU (2)L×SU (2)R 及び U (1)A 変換性を調べる。特に異なる演算子がそれらの変換性の下で
混ざりあう事を示す。 
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粒子場は３クォーク演算子に微分演算子を挿入する事で得られる。これら４種類の重粒子演算子に対する SU (2)L×
SU (2)R×U (1)A 対称なラグランジアンを構成する。それらの重粒子演算子を核子と核子の共鳴状態に割り振ることで、
それらの質量を調べる。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 


















⑸ U(1)A 対称性をバリオンの有効ラグランジアンに導入し、バリオンのパリティー対の性質を議論した。 
 以上の研究のうち⑵でローパー共鳴を核子のスピンパートナーとみなすアイデアはこの研究で初めて提案された
ものであり、核子の構造を理解する上で新たな観点をもたらしてくれる可能性がある。⑷⑸の研究では、バリオンの
カイラル対称性という、これまで一部の研究者によってしか議論されてこなかった分野に挑戦し、そこで永田君は独
自に変換性を確立し有効ラグランジアンを構成する道を切り開いた。U(1)A 対称性の観点からのバリオンの研究もこ
れまではほぼ皆無であり、QCD の重要な対称性の一つを調べるきっかけを作ることが出来た。 
 以上の研究はバリオン物理を理解する上で新しい観点をもたらしてくれるものと思われる。現時点での研究成果は
理論的な面が多いが、今後理論の定式化が進むに連れて、実験研究にも新しい視点をもたらしてくれることが期待さ
れる。これらの研究成果のうち⑴⑵は学術雑誌に掲載済み、⑶は準備中、⑷⑸は投稿中である。 
 以上のことから、博士（理学）の学位論文として十分価値のあるものと認める。 
